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やめなさい、それまで（ルカ22:47-62）
　今日の聖書の中には、イエス様がいよいよ逮捕されてしまう場面が描かれています。そのイエス様が逮捕される様子、姿は、イエス様ご自身がおっしゃっているように、まるで強盗扱いされていたようです。「剣や棒を持ってやって来たのですか」とイエス様がおっしゃいました。凶悪な犯罪者を捕まえるために来るときの様子、格好だったということでしょう。イエス様は強盗扱いされ逮捕されたということを聖書は証言しています。しかもそれがイエス様に従っていた弟子のひとりに裏切られてそのような結果になったと聖書は私たちに教えています。なんと悲しい、また理不尽な話でしょうか。ですから、イエス様の逮捕のことを残りの弟子たちは到底理解することができませんでした。どんな悪いことをしたのでしょうか。なにが問題でしょうか。なぜ逮捕されなければいけないのでしょうか。「私たちは私たちの主であると信じて今まで従っていたのにこれはどういうことでしょうか。イエス様はなにも今までこのように扱われるようなことをしたことがないではないでしょうか。だれより身近にいた私たちがよくわかっていることです。それなのになぜなんにも抵抗をしないでなにをしていらっしゃるのでしょうか」という気持ちです。イエス様は弟子たちが見たときにそのような気持ちになるような扱いをされていました。イエス様が逮捕されるような正当な理由などは本当はありません。これはあり得ません。とんでもありません。これは不法です。そのような気持ちだったでしょう。その気持ちが表に現れてその中のひとりが、他の聖書にはペテロと言われていますが、剣を出して大祭司のしもべのひとりの右の耳を切り落としました。「これはありえません。これはだめです。このままでいてはいけません。イエス様には逮捕されるような理由など一切ないので、イエス様、何とか言ってください。何かしてください」という気持ちで剣をもって相手の耳を切り落としました。その気持ちは十分理解できます。特にペテロの場合は十分そのようにして当たり前な人間でした。そのときにイエス様がその人に、弟子たちにおっしゃいました。「やめなさい。それまで」このイエス様のお言葉の中に、今イエス様が逮捕されて十字架に向かって行くことですが、そのことがどういうことなのかすべてそこに現されています。今日はそのイエス様を救い主として信じ、神様をアバ、父と呼んで、礼拝の祝福がわかって礼拝に集っている皆さんひとりひとりが、このイエス様のお言葉を胸に抱いて現場に戻って行っていただきたいと思います。
「やめなさい。それまで」とおっしゃって、イエス様は逮捕される理由は一切見当たらないし、ないにもかかわらず、強盗扱いされながら逮捕されることに対して一切抵抗などしていません。また本人が抵抗しないどころか、忠誠心による弟子達にも抵抗などを一切許されませんでした。どのような抵抗も、ご自分をはじめ、イエス様が逮捕されることに対してのどのような抵抗も一切許すことがなかったことがうかがえます。それが「やめなさい。それまで」という言葉の中に全部凝縮されています。イエス様はご自分が逮捕されて十字架の道に向かって行くことに対して「やめなさい。それまで」と一切の抵抗を止めて、どのような抵抗も許していらっしゃらなかったということが今日の聖書のお話です。なぜでしょうか。もし法律を使えばいくらでも抵抗できるし、弁護士も立てることができるし、また弟子達もそのようなことが重々分かっているのではがゆさのゆえに剣を出して抵抗もしました。それは悪いことでもないし、ごくごく当たり前な抵抗です。「私の主、キリストのイエス様が強盗扱いされ逮捕されるなんてありえません。せめてこれぐらいは」という話ですが、イエス様は「やめなさい、それまで。その抵抗も止めないといけない。どんな抵抗もここには入りこむことはできない。わたしも抵抗をしない」とおっしゃいました。理屈にまったく合わない逮捕劇ですがいちいち、けりをつけたり、けじめをつけるようなことはしていません。一切抵抗を止めました。「やめなさい。それまで」なぜでしょうか。この言葉の中から私たちがうかがえるのはイエス様はご自分で十字架に向かって進んで行く道を塞ぐすべての理由を全部消してしまったということです。十字架に向かって進んで行く道、十字架への道、その前には一切の理由が存在しないということです。法的に考えたときにいろいろなことが言えます。どちらが正しいのか、逮捕されるべきなのか、そうではないのか。いろいろな議論を交わすことができるかもしれません。でも、法的に考えたときにいろいろな理由が取り上げられるでしょうがその理由をイエス様は「やめなさい。それまで」と全部消してしまいました。道徳的に考えたときにもイエス様には道徳的に逮捕され強盗扱いされるような欠点など一切ありません。だから、それでやってみようとぶつけるといくらでもお話ができます。イエス様は道徳的にもいろいろな理屈が言えます。彼らの口を全部閉ざすことができるような弁護、弁明などはいくらでもできます。そうではないでしょうか。それを弟子たちが一番よく分かっています。だから、弟子たちはもうはがゆくて、もどかしくて仕方がありません。それがそのような行動に現れたのですが「やめなさい。それまで」と道徳的な理由、いくらでも取り上げられる理由、理屈などもイエス様は一切かまわない、取り入れないで、それが加わることを全部許さず消してしまったということです。それが「やめなさい。それまで」という言葉の意味です。それが十字架への道ということです。
それから、今弟子たちの行動からも見られるように、感情的に考えたときにもある意味、人間というものは理屈に合うか合わないかもありますが、まったく合わなくても感情に従って何事でもできるものです。今弟子たちは理屈にも合うし、感情的にも許せないのです。感情的に考えたときにもいろいろなことが言えるのではないでしょうか。けれども、イエス様は「その感情的な理由などもあり得るでしょうが、やめなさい。それまで。それも理由にはなりません。それも取り入れてはいけません」とおっしゃいました。
それから、実はイエス様が他の聖書の箇所ではこのようなことをおっしゃいます。剣を使ったときに、「今わたしが神様にお願いして天の軍勢を動員するとこれは平気なのだよ。それがわたしにできると知らないのか。できないからやらないわけではないでしょう。でも、それもやめた」とおっしゃいました。実力で話をしても十分これを防ぎなかったことにすることはできるのです。実力がある、能力がある、力、パワーがあるからといってそれを全部使うことがいつも妥当ではないのです。特に今イエス様はご自分で対応され、十字架への道を進むことに対しはそれをなかったことにすることができる実力はいくらでもお持ちになっていらっしゃるのですが、「やめなさい、それまで」と使いません。それも理由に加わることができないのです。つまり、まとめて申し上げると、イエス様が逮捕されて十字架に進んで行くことに対しては文句を言えるような、どんなに妥当で、どんな理屈であっても、どのような理由も存在しません。存在できないという話です。つまり、イエス様はここまでおっしゃいました。「以前はわたしに手出しもしなかった」。なぜかというと別に手出しをするようなことはなかったのです。今はそういうことは同じでそのような理由はまったくありません。「わたしがあなたがたに逮捕されて当然な理由などは一切ないのです。けれども、今はあなたがたの時です。暗やみの力です」とおっしゃっています。イエス様はすべての理屈を全部麻痺させ、それから暗やみの力にそのときを許されたのです。暗やみの力にイエス様ご自身がときを許されたのでその道以外にはないということです。イエス様がおっしゃいました。強盗扱いされてとんでもない、あり得ない逮捕劇の前、それは十字架に進む道です。苦難の道です。その前でいろいろな理屈、正当な理由がたくさんあり、感情的なものがいくらでもあるのにもかかわらず、イエス様は一言でそのすべてを消してしまいます。「やめなさい、それまで。今は暗やみのときです。やめなさい」それで十字架の前に立ちはだかるすべての理由、理屈を消して麻痺させ、ひとつだけ、ご自分で十字架に進む道、ひとつだけを残されました。それが「やめなさい、それまで」という意味です。どんなに正しい理由があっても、どんなに正当な理屈があったとしてもやめなさい。今残すべき道、今必要な道、今残るべき道は一個しかない。十字架以外にはありません。すべての理屈が全部崩れて残るのは一つだけです。世の中は正しいか正しくないか、良心的なのかどうなのか、あるいは道徳に合うのかどうか、理屈にかなうのかどうかということによって皆が右往左往、そして、喧嘩もしたり優越感を持ったり、劣等感に沈んだりいろいろなことがあります。けれども、イエス様は「やめなさい、それまで」とそのすべてを全部消して、全部無視して、全部退けてひとつだけを残しました。十字架だけです。それが神様の理屈です。神様の理屈の前に私たちが今まで影響を受けて振り回され、あるいは固く握っていたどのような理屈でも通じるものはありません。全部消してしまいました。すべての理屈が全部消えてひとつだけが残りました。十字架だけです。イエス様の十字架の道だけを残されました。覚えていてください。これが神様の理屈です。皆さんはこれから具体的に神の力を体験し、神の答えを味わい、今までとガラッと変わって本当に力強く、世の中の人が真似できない勝利の人生を歩むというのは神の理屈に立つことです。私たちはせっかく神の恵みによってイエス・キリストを信じますと告白しました。それで自分はクリスチャンだと、せっかく梅雨の中でたまにしかない梅雨の晴れ間のときにどこかに遊びに行かないで礼拝のところに来るようになったにも関わらず、理屈が自分の理屈なのです。私たちの本質は新しいいのちに変えられているのに、頭の中の理屈は昔のままなのです。そこでイエス様はおっしゃっているのです。「やめなさい、それまで」その理屈は当てになるものなのか。この十字架を語るときに、人生を語るときにそれが果たしてそれに値するものなのかとおっしゃっているのです。あなたがたの理屈を捨てなさい。神の理屈に立ちなさい。でも、私たちは「それでも、でも」という言葉がついつい出てしまいます。でも人間は。でも日本人は。でも女性は、男性は。でも親は、子どもは。でも学生は、社会人は。でもサラリーマンは。でも、でもが多いのです。やめなさい。それまで。でも経済が厳しいときには、このような仕事の現場では、こういう人関係においては、まわりの親戚がこうなので、今までの文化がこうだったので。もちろん参考にしないといけません。それが参考にできないほど頭の悪い人間になってはいけません。でも、そのすべてを神様は全部消しました。ひとつだけを残しました。十字架の道。十字架の前で私たちの理屈はすべて無用です。それが十字架の前で力を発揮していては困ります。イエス様ご自身も天の軍勢を動員する、指一本でそれを動かすことができる方です。天の軍勢というものは、皆さん覚えていますか。天使ひとりによって18万5千人がいっぺんに殺されてしまいます。天の軍勢というのはその天使の軍隊です。世界を何回でもひっくり返すことができるのです。そのイエス様ご自身も全部止めました。なぜでしょうか。十字架がそれより優先なのです。十字架のために。先々週も申し上げましたように、私たちの頭では理解不能な苦しみの十字架なのに、その十字架のためにすべての理屈を、すべての弁護を、すべての理論を全部消し捨てて麻痺させました。
なぜでしょうか。十字架だけを残すためです。皆さん、これが正しい、あれが正しい、私が偉い、私の方が、あなたの方がというのは十字架の前で見ると本当にちっぽけなお話です。ある意味ではかわいそうに見えてくる場合もあります。十字架の前ですべて消されます。それが神の理屈です。皆さんの心の中でも、脳細胞の中でも。クリスチャンは頭の中がシンプルにならないといけません。どんな理屈があっても十字架の前では力を失って消されていくものです。それほど十字架は絶対的なものです。理解不能な苦しみも、苦難の道なのにこれが神様の理屈です。たぶん、皆さんがクリスチャンでありながらもいろいろな葛藤があったり、またモヤモヤがあったり、いろいろな疑問があったり、つまずきがあったりするのは、別に悪いとは言いませんがよくよく考えてみると、もしかしたら十字架の前でいろいろな理屈をまだいっぱい持っているからではないでしょうか。それが皆さんにとって、皆さんが考えたときに正しいことかもしれません。必要なことかもしれません。でも、十字架の前では理屈になりません。消さないといけません。それでパウロはこのような告白をしました。「私は十字架とともに死んだ」と。人間なので記憶に残っているし、体質の中に刻印されているものがあって、ついついそれに影響を受けるようになっているのは否定できません。けれども、この答えを握って、そのようなことがあるたびにそれらを認め、ときにはわざとそれらを自分で放り出して麻痺させそれを消していく作業が信仰です。そうすると皆さんはきれいな霊的な状態になり、皆さんは自分も知らないうちに癒さるようになるし、整えられるようになるし、その上、神様が、言葉はおかしいのですが、その状態に従って自動的に神の奇跡が現れるようになります。皆さんが奇跡を起こしたり、頑張るわけではありません。皆さんの理屈を全部消して、神の理屈に立てばよいのです。それを癒しと言います。それが霊的な状態が清いと言います。それさえあれば、皆さんが絶対にできないと思っていたそこにも神の奇跡が現れます。精神的な問題であれ、断ち切れない習慣であれ、つまずいている、詰まっている事業の問題であれ、神の力がそこに現れます。これだけです。だから、神様、イエス様は今私たちにおっしゃっているのです。「やめなさい、それまで」皆さんにそれを言われてしまうようなことはないのでしょうか。十字架の道、十字架だけを残すべきなのにそれをどこかにそっと置いておいて、他の理屈が力をバンバン発揮しているのではないでしょうか。「やめなさい、それまで。十字架だけを残しなさい」なぜでしょうか。その十字架の道だけが救いの唯一の道なので。つまり、神様にとって救いより重要な大切なテーマはありません。

この間、皆さんの祈りに支えられてオーストラリアの講義、また礼拝の奉仕に行ってまいりました。そこの宣教師の方々といろいろな交わりでいろいろな話をしました。そこでも異端や私たちのことを批判するいろいろな団体が周りにいっぱいあるようです。それでお話をしてみると、彼らは彼らなりに固い何かを持っているみたいです。だから、一番最初の前提からずれてしまうから、同じ聖書を持って聖書的だとお互いに言い張っています。でも、それはスタートが違います。結局、私たちは聖書を見て、神様はこの聖書は結局、救いのために、救いが絶対的なテーマであり、救いより大切なものはないし救いをテーマにすべてを展開しています。だから、それが分かっていないと聖書の解釈も違うし、自分の人生の解釈も整理も全部間違ってしまうので、違うものに固く捕らわれるようになって、そこから抜け出すことができないようになります。セブンスデー・アドベンチストという教会があります。安息日の日にちにものすごくこだわっていて、それがオーストラリアの地でとても活発に動いているみたいです。私も聞かれました。「安息日をどう思うのか」なぜその安息日という日にちにこだわるのかというと（昔は土曜でした。）結局、理屈が全部彼らの中で合うのです。聖書を文字通りに見ます。だから、ものすごく強い説得力がありますが、結局探っていきますと彼らは救いを大大テーマにしていません。霊的な話を大大テーマにしていません。神様にとっては何より救いがテーマです。人類の救いのためには前にも申し上げましたように、一時代の人類を全部裁いて滅ぼすことができるほど、神様にとって救いは絶対的なテーマです。これが私たちの胸に伝わってこないと、私たちもせっかくクリスチャンなのに「やめなさい。それまで」という意味が理解できなくて、イエス様が「やめなさい」とおっしゃっているのに、全部理屈に合うものなのでそこから自由になりません。やめられません。それがやめられないうちに十字架の道はぼやけていきます。そこに暗闇の力がものすごく自由に遊ぶようになります。イエス様は「それまで。やめなさい」と十字架の道だけを残されたのですが、その理由は救いは絶対的なテーマだからです。もし皆さん、救いがなければどうなるのかご存知でないでしょうか。ビル・ゲイツのように世界が驚くほどの財力を持ったとしても災いに遭って、すべて流されてしまうようなものなのです。救いがなければどんなにアインシュタインのようなIQをもって、知恵をもって、ｉＰＳ細胞など、これから10倍以上のものすごく医学的、技術的な発展があるのでしょうが、救いがなければそのすべてを成し遂げて全部いっぺんに崩れるようなことになります。それが救いです。十字架の道、その道以外にはどんな理屈も救いに値するものはありません。私たちが救われない限りはすべてパーです。救いが絶対的なテーマなのですべての理屈を全部封印して十字架だけを残されました。これが神様の理屈です。あまり理屈っぽいクリスチャンが成功しない理由がそこにあります。私たちは私たちの理屈を全部捨てることにしました。私は自分を十字架とともに死んだもの、自分を無にすることにしました。神の理屈だけです。神の理屈は十字架だけを残すこと、それが最初から神様が救いのために約束され契約された契約の内容を成し遂げて成就する唯一の方法なのです。女の子孫が生まれて、つまり、救い主キリストが来られて十字架にかかることをとおして私たちは罪、滅びの人生、サタンの手から助かって救われるようにすると約束し、それを成就する道は十字架しかありません。ですから、どんな理屈も通用しません。十字架だけです。「やめなさい、それまで」十字架をしのび、十字架を握ってそこからスタートしようとしているのに、なにが皆さんを邪魔しているのでしょうか。どんな理屈でしょうか。「やめなさい、それまで」。これさえあれば皆さんは成功します。クリスチャンの信仰生活は何か負担を持って何かをあえてやることではありません。「やめなさい、それまで」これをやればよいのです。神の理屈を受け入れなさい。それがあなたの義であり、あなたが成功する方法です。それがあなたが祝福され栄えて、それが長く続いて次の世代までその祝福が地の果てにまで、全世界に全部及んでいくようになる方法は神の理屈に立つことです。十字架の道以外には罪と死の力、また滅びの運命を無くすことができる道はどこにもありません。この十字架の苦しみの道以外には人間が世が与えることができない真の安らぎと本物の永遠の幸せを手に入れる道はどこにもありません。この十字架の道以外に私たちが神のかたちにつくられた人間という存在が、また神様と出会って永遠のいのちを持つようになり、その神の祝福に預かることができる、つまり、本来の本物の人間に戻る道は十字架以外にはありません。それでは十字架でないと本物の人間ではないのでしょうか。そうです。神のかたちが本物の人間です。本物の本来の人間というものは神を愛し、神を賛美して、神様をほめたたえる者が人間です。犬や猫には許されていません。それを私たちが失って、また忘れて、あるいはそれを捨てたということは人間であることを捨てたということです。だから、人間らしくないことがいっぱい起こるのです。その本物の人間に戻る、つまり、永遠のいのち、永遠に奪われることのない真のいのちの祝福、幸せを手に入れる道は十字架以外にはありません。ただの十字架ではありません。キリストなるイエス様の十字架以外にはありません。信じますか。イエス様は理屈が分かっていないわけではありません。私たちはいろいろな文句や理屈があるでしょう。神様はそのすべてをご存知でそれを理解できないわけではありません。けれども、その理屈が全部無視され、封印して十字架だけを残したのです。私たちのために、救いのために、永遠のいのちのために。ですから、この十字架の道は「やめなさい、それまで」ある人はクリスチャンでありながら、あれもこれも捨てて、最後の砦のようなものを握って離さないものがあります。イエス様がおっしゃっています。それは命令というよりはあなたにとって損です。それは時限爆弾を抱えているようなことで、あるとき時刻表になるとバーンと爆発するから「やめなさい、それまで」とおっしゃっているのです。ぜなにが皆さん砦なのか分かりませんが、出世でしょうか。なんでしょうか。皆さんの子どもでしょうか。家族の幸せでしょうか。なんでしょうか。「やめなさい、それまで」十字架だけを残しなさい。あなたが助かる道、あなたの人生が救われる道は十字架しかありません。そういうわけでイエス様はペテロの悪いことではありませんが、忠誠心による耳を切り落とすようなことをやめさせ、耳をまたくっつけて癒されました。元通りに、他の聖書を見ると本当にくっつけたと言われています。あなたの気持ちはわかるがやめなさい。十字架が優先です。十字架しか残してはいけません。
そういう意味で、このあとイエス様が逮捕されていくときにペテロは今までの勇気はどこに行ったのか、いきなりしぼんで遠く離れてついて行きました。だれでもそうです。ペテロは卑怯だと思うかもしれませんが私たちはもっと卑怯な者です。それで行ったときにイエス様が以前おっしゃったとおりに、鶏が鳴くまでに3度も、1回ではありません。耳を切り落とすほどイエス様をいのちがけで守ろうとしていたペテロが3度も男女の前でイエス様を否定するなどあり得ないでしょう。でもこれが人間です。そのような失敗をしました。それはそれなりにペテロの弱さのゆえに、本当に悲しいことではあります。それはまた別の次元ででもイエス様の「やめなさい、それまで」のレベルから見たときにはペテロはこのような弱さが本格的に現れて失敗しなければなりません。考えてみてください。ペテロがここでもう一段踏ん張って、「耳を切ったのにまたくっつけて、今イエス様はなにをしていらっしゃるのですか。逮捕されるなんてどういうことなのか。ありえません。このままではいられない」とイエス様への忠誠心のゆえに、イエス様を守ろうとして悪い思いではありません。それは十分通じる理屈でしょう。その理屈をもって兵隊を集めて、また今までイエス様に癒され恵まれていた多くの人に訴えて支援金も集め、イエス様が行くところに駆けつけることもあり得ると思います。ペテロの性格上。もしそうなったとしましょう。それでイエス様が逮捕されて連れられて行くのに、映画のごとく途中でイエス様を奪い取ってロビンフットのようにどこかの森にイエス様を隠して、「イエス様。大丈夫ですよ」ということもあるでしょう。でもそうしないでペテロは完全にしぼんで失敗してしまいました。そうしなければいけません。ペテロがそこで今までどおり気を確かにして、気を張って、さっき申し上げたような行動をしたのなら、それは理屈的にはありがたいことかもしれませんが、十字架の道を行くことを阻むことになります。それは許されません。だから、ペテロはここで失敗したのがよくやったわけではないけれども、仕方がないし正解です。そうしてまでイエス様の十字架しか残らないようにしないといけません。イエス様の十字架以外にはありません。これが神の理屈です。失敗がすべて悪いわけではありません。すべての基準は神の理屈。十字架、私たちの本物の救い、それが基準です。ペテロはイエス様がおっしゃっているように、サタンが麦のようにふるいにかけるようになるとありますが、ペテロはサタンにそのように遊ばれてそうなってしまいました。ペテロの忠誠心、情熱なども十字架を残すことに邪魔になるものであればそれもしぼみます。分かりますか。「やめなさい、それまで」十字架だけです。それがなかなか響かないでしょうか。それがなかなか受け入れられないのでしょうか。ぴんと来ないのでしょうか。皆さんには他の理屈がたくさんあるからです。せっかくクリスチャンなのに。でも私が社会に出てこうするためにはなんとか…。分かりますが「やめなさい、それまで」十字架だけを残しなさい。十字架以外には人類の、神様の、歴史の最大で唯一のテーマ、救いが得られる道はありません。皆さんは救いをどう思うのでしょうか。救われても救われなくても別にと思うのでしょうか。そうすると今のこの話、物語などは理解できません。

十字架の道に立ちはだかるすべての理屈を全部消すほど、救いより大事なものはないということを覚えて、結論として皆さん「やめなさい、それまで」と十字架だけを残しなさいというイエス様の訴え、神様の皆さんに対しての訴えを受け入れて、皆さんはこのメッセージ心に噛みしめながらこの救いを中心にして皆さんの人生を整理していただきたいと思います。救い以外の理屈を全部消してください。だれかが良かった、悪かった、こうだった、ああだった。自分の人生にとってこれは良いこと、悪いこと、いろいろあったでしょう。そのような理屈を全部消して、救いを中心にして皆さんに救いの祝福が与えられ、つまり、十字架のその福音の教えが皆さんに正しくとアーメンになるためにすべてがあったのです。皆さんが他の理屈で見たときには良いこと、悪いこと、正しいこと、正しくないこと、汚いこと、きれいなこと、いろいろあるでしょうがそれが傷になったり、皆さんの基準の基盤にもなったりしているのでしょうが整理してください。皆さんの人生それぞれになにがあったのか分かりませんが、良い悪い関係なくすべてが必要なものでした。救いのために必要でした。ときには救いのためにはペテロのように失敗も許されます。過ちも許されます。それほど徹底的に人生、そして、すべてを救いを中心にして、十字架を中心にして、その他の理由を全部片づけて掃除していただきたいと思います。救いを中心にしてください。そうすると救われるために唯一の道、十字架にかけられたイエス・キリストしか思い浮かびません。すべてが全部消されてイエス・キリスト、十字架にかけられた主イエス・キリストだけを残すように、そのキリスト、イエスに集中するようにしてください。そこからすべてが始まります。そこからすべてを改めていただきたいと思います。そうすると約束します。奇跡が起こります。そこになにがあるのかというと、そこから集中して始めると皆さんには「なるほど。私はこんなに神様の絶対的なテーマ救い、その救いが私のものになっているのだね。私のその救いのためにイエス様が十字架にかけられたのだね」と自分が救われたという揺れることのない確信を持つようになります。その確信はぜひ持っていてください。どこまで持てばよいのかというと「私は何事があっても、何ものにも関係なく、かまいなく、私は幸いな者、幸せな者、祝福される者、愛されている者だ」と自分で自分を認めるくらいまで救いの確信を持っていてください。
それから、救いの確信をどこまで持つべきなのかというと、どんなことがあったとしても、それは私のテーマでも心配事でもない。今までの生き方どおりにそこに一緒に巻き込まれる必要がないと思えるほどです。それが救いの確信です。神がともにおられるわけですから、聖霊をとおしてともにおられます。そのためにそれが救いなのです。自分が幸せな者だというのと同時に残るのはどんな厳しい、険しい環境であれ、どんな問題、悩み事があったり、どのような病気を抱えていたとしても関係なく、聖霊の力が、聖霊のバプテスマが注がれるようにと祈ればよくて、それにすべてがかかっていると悟れるまで救いの確信をずっと黙想してください。それが救いです。私たちの人生を丸ごとひっくり返したものが救いです。それで聖霊のバプテスマを祈る、その祈りの方に行くようになるほど救いの確信を持つようになればよいのです。なぜでしょうか。イエス様が十字架にかけられたので。皆さんが十字架だけ、救いの祝福、イエス・キリストだけを残して他の理屈を全部消せば確信が持てます。

それから、最後です。皆さん、残りの生涯、伝道を中心にしてください。結局、救いの確信というものは残りの生涯の理由が伝道以外にはないということが分かるようになること、それが救いの確信です。だから、伝道を中心にして皆さんの残りの人生、生涯を決断するようにしてみてください。奇跡が待っています。十字架だけを残しますと、皆さんの残りの生涯に対して伝道という理由以外に残りません。それを中心にして皆さんの人生をぜひ決断してみてください。これがイエス様が「やめなさい、それまで」とおっしゃっている意味です。2部にもっと細かく申し上げますが、伝道を中心にして「神様。私の残りの生涯を伝道のために用いてください。神様の思うがままに、その伝道のために私の伝道はなんでしょうか」という質問をしないといけないのでしょうが、そのような結論を出しましょう。その決断をするのになにか邪魔になる理屈があれば「やめなさい、それまで」でも、会社の仕事が忙しいのに伝道とかはできない。それを「やめなさい、それまで」この神様の愛の御声を心に留めて、揺れることのない救いの確信をもって残りの生涯を伝道者として決断していただきたいと思います。何かをやる前にじっくり考えて決断してください。なぜそれができないのでしょうか。今皆さんに問題があるでしょうか。なにも変わらないと思うのでしょうか。それは全部嘘です。もうすでに変わっています。皆さん、変わっていることに気づいていないだけです。皆さんの理屈の中に神の理屈、十字架だけを残していないのでそれが見えてこないだけです。その祝福を今週1週間、具体的に体験していただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。強盗扱いされ十字架の道に進んで行くイエス様が「やめなさい、それまで」と十字架を阻むすべての理屈を全部消してしまった意味を今日教えられ考えました。どうかこの御言葉を心にしっかりと握って十字架と救いの祝福以外のすべての理屈を、それを邪魔するすべての理屈を全部消して捨てて、揺れることのない救いの確信をもって感謝と喜びを主に捧げることができる兄弟姉妹にしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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